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６月定例会最終日の様子は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
令
和
６
年
度
北
秋
田
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
）

○
北
秋
田
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
令
和
６
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
６
年
度
各
事
業
会
計
補
正
予
算

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

（
北
秋
田
市
消
防
署
阿
仁
分
署
新
築

工
事
（
建
築
工
事
）
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
内
部
情
報

系
パ
ソ
コ
ン
）

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
坊
沢
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
米
内
沢
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

６
月
定
例
会
の
主
な
議
事

主な補正予算 予算額

高齢者等日常生活支援事業補助金（追加分）

児童手当給付事業

旧鷹巣西児童館解体事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業

市道舗装維持工事

旧阿仁中学校体育館改修事業

11,000千円

33,973千円

21,157千円

77,322千円

90,000千円

33,649千円

令和６年

６月定例会

令和６年

６月定例会 

令
和
６
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

 

令
和
６
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
５
１
２
１
万
３
千
円
を
追
加

３
億
５
１
２
１
万
３
千
円
を
追
加

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６

月
18
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

今
定
例
会
で
は
、
条
例
案
４
件
、
補
正

予
算
案
10
件
、
単
行
議
案
５
件
、
報
告

４
件
、
陳
情
１
件
並
び
に
最
終
日
に
提

出
さ
れ
た
発
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
及

び
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
追
加
提
案
の
あ
っ

た
監
査
委
員
の
選
任
、
坊
沢
財
産
区
管

理
委
員
の
選
任
、
米
内
沢
財
産
区
管
理

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

同
意
と
し
ま
し
た
。

 
▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
億
５
１
２
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
２
４
０
億

１
０
６
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
そ
の
予
算
額
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
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北
秋
田
市
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
議
員
連
盟
の
総
会

が
６
月
18
日
に
行
わ
れ
、
市
の

森
林
、
林
業
、
林
産
業
の
活
性

化
の
実
現
に
向
け
て
３
つ
の
活

動
を
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
た

事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し
た
。

［
会
長
］
堀
部　

壽

［
副
会
長
］
中
嶋
洋
子

［
事
務
局
長
］
虻
川　

敬

［
幹
事
］
小
笠
原 

寿
／
永
井
昌
孝

　

杉
渕
一
弘

［
監
事
］
板
垣　

淳
／
福
岡
由
巳

　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
北
秋
田

議
員
連
盟
の
定
時
総
会
が
６
月

18
日
に
行
わ
れ
、
秋
田
内
陸
縦

貫
鉄
道
及
び
沿
線
の
研
究
や
仙

北
市
議
会
と
の
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
と
し
た
事
業
計
画
案
と

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
議
員
連
盟

森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
議
員
連
盟

北秋田市議会

　各議員連盟が総会を開催

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

北
秋
田
議
員
連
盟

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

北
秋
田
議
員
連
盟

商
工
会
活
動
を
支
援
す
る

議
員
連
盟

商
工
会
活
動
を
支
援
す
る

議
員
連
盟

■議員連盟…議員が特定の目的をもって結成する会のことをいいます。

　          現在、本市議会には４つの議員連盟があります。

　

北
秋
田
市
議
会
商
工
会
活
動

を
支
援
す
る
議
員
連
盟
の
定
時

総
会
が
６
月
18
日
に
行
わ
れ
、

北
秋
田
市
商
工
会
と
の
勉
強
会

や
商
工
関
連
の
研
修
・
視
察
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
事

業
計
画
案
と
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
吉
エ
リ
ア
国
立
・
国
定
公

園
化
推
進
議
員
連
盟
の
定
時
総

会
が
６
月
18
日
に
行
わ
れ
、
森

吉
山
エ
リ
ア
の
現
地
視
察
調
査

や
国
、
県
の
国
立
・
国
定
公
園

化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た

第
２
回 

臨
時
会

第
２
回 

臨
時
会

　

第
２
回
臨
時
会
が
４
月
26
日
に
開
催

さ
れ
、
承
認
５
件
の
ほ
か
、
指
定
管
理

鳥
獣
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
り
人
身
被
害
を
受
け

た
市
民
に
対
し
、
人
身
被
害
見
舞
金
を

支
給
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
６

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案

５
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
の
任
期
と
し
て
い
た
議

会
運
営
委
員
会
及
び
各
常
任
委
員
会
に

つ
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
く
任
期
満

了
の
広
報
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
」
に
名
称
を

改
め
、
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

（
※
各
委
員
会
構
成
は
４
～
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

第２回臨時会の様子は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。

皆さまからの請願・陳情と意見書提出

地方財政の充実・強化に関する意見書提出につい

ての陳情

件　　　名

請 願 ・ 陳 情 者 氏 名 結果 意見書

連合秋田大館鹿角地域協議会

議長　山内　一滋
採択 提出

森
吉
エ
リ
ア
国
立
・
国
定

公
園
化
推
進
議
員
連
盟

森
吉
エ
リ
ア
国
立
・
国
定

公
園
化
推
進
議
員
連
盟

事
業
計
画
案

と
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　６月10日に鷹巣小学校６年生児童47人、11日に

清鷹小学校６年生児童16人が市役所を訪れ、傍聴

席から本会議の様子を見学したり、議会事務局職

員から説明を受け

るなどし、議会の

役割などについて

学びました。

鷹巣小・清鷹小鷹巣小・清鷹小議 会 見 学
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※ 各委員会の委員長は◎、副委員長は○で表記しています。

各委員会等の構成各委員会等の構成
北秋田市議会では委員会条例で委員会の任期を２年と定めています。
今回、任期満了により、新たに委員会の選任が行われました。
北秋田市議会では委員会条例で委員会の任期を２年と定めています。
今回、任期満了により、新たに委員会の選任が行われました。

会期・議事日程等議会の運営、議会の会議規則・

委員会に関する条例・規則等の制定及び改廃、

議長の諮問に関する事項等を所管します。

総務部、財務部、会計課、選挙管理委員会、監

査委員、教育委員会及び他の常任委員会の所管

に属さない事項を所管します。

◎杉渕 一弘 〇佐々木正史 　三浦 倫美 

　永井 昌孝 　虻川　 敬 

本会議

議会運営委員会

常任委員会

特別委員会

総務文教常任委員会

市民福祉常任委員会

産業建設常任委員会

議長

広報広聴特別委員会

決算特別委員会

委員長から一言委員長から一言

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

　総務、財務、会計、教育と市政の根幹を所

管とする重要な委員会です。

　市の総合計画に基づき提出される議案の審

査については、委員間での討議を大切にして、

慎重に精査できるよう努めてまいります。

　また、所管事務調査などを通じて当局に対

し、委員会側から政策提案等が行えるよう図

っていきたいと思います。

委員長から一言委員長から一言

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

　常任委員会は、議案や請願の

詳細な審査をはじめ、市の事務

を専門的に調査するため、常時

置かれています。市の条例では、

議員は少なくとも１つの常任委

員になるものとしています。

　特別委員会は、特定の案件を

審査又は調査をするため、必要

に応じて置かれます。例年、広

報及び決算に係る特別委員会が

設置されています。

　議会運営委員会は、議会の円

滑な運営を行うために常時置か

れており、議事の順序や進め方

を協議するほか、議長の
し も ん

諮問事

項について調査を行います。

◎小笠原 寿 〇五代儀義富 　堀部　 壽

　長崎 克彦 　板垣　 淳 　杉渕 一弘

　当委員会は、議会をスムーズに運営するた

めの話し合いや、年４回の定例会等の日程や

本会議の進行手順を確認し、議会に関するル

ールを決め、円滑に、しかも効率的な議会運

営を図ることを主な責務とする議会の中心的

な役割を担っております。

　議会の運営や活動のあり方、問題点を捉え、

開かれた議会になるよう議会改革を進めます。

　小笠原 寿 

杉渕一弘 委員長小笠原 寿 委員長
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市民生活部、健康福祉部及び消防本部の所管に

属する事項を所管します。

　当委員会では、生活する上で身近な環境的

な事から健康や福祉、子育てに関わる生活に

おける豊かさや生活のしやすさに直結する事

を担います。これからの地方医療の在り方を

いち早く捉え、広範囲な当市の医療と健康を

守らないといけません。また、人口減少、少

子化が進む中で出産、産後に不安を与えない

街づくりにも努めてまいります。

委員長から一言委員長から一言

市民福祉常任委員会市民福祉常任委員会

産業部、農業委員会、観光文化スポーツ部及び

建設部の所管に属する事項を所管します。

　私たちは地域の産業に係る委員会です。ま

た、観光に係る事業も守備範囲となります。今

後、この北秋田市は、伊勢堂岱遺跡や国立国定

公園化される可能性のある森吉山エリア、そ

して、今後、改装予定の道の駅たかのすなど、

市の重要なPR拠点に係る事業がより活発化さ

れてゆきます。市民の声を大切に、より良い地

域となるよう活発に議論をしてまいります。

委員長から一言委員長から一言

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

議会映像配信及び議会広報の発行等調査に関す

ることを所管します。

　今年度、我が委員会に新しい任務が加わり

ました。「広聴」です。「広報がみんなの知

りたいに応えること」ならば「広聴はみんな

の言いたいを拾うこと」かと思っています。

「俺の話を聞け」という方、「私も一言いいた

い」という方、お知らせくださればこちらか

ら伺います。匿名希望でも結構です。委員会

宛にご連絡下さい。よろしくお願いします。

委員長から一言委員長から一言

◎虻川 　敬 〇松橋 久敏 　三浦 倫美

　福岡 由巳 　佐々木正史 

◎永井 昌孝 〇福田 牧子 　久留嶋範子

　佐藤 文信 　佐藤 重光 　中嶋 洋子 

〇松橋 久敏 ◎五代儀義富 　久留嶋範子

　中嶋 洋子　福岡 由巳　長崎 克彦 

五代儀 義富 委員長

虻川　敬 委員長 永井昌孝 委員長

広 報 広 聴 特 別 委 員 会
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
２
件
、
予
算
案
７
件
、

単
行
議
案
１
件
の
計
10
件
で
し
た
。

　

北
秋
田
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
「
北
秋
田
市
の
基
準
で
は
ど
の
施

設
も
15
人
以
下
で
運
営
さ
れ
て
い

る
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
「
本
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
利

用
定
員
が
20
人
以
下
の
小
規
模
の

保
育
事
業
を
対
象
と
す
る
も
の
で

市
内
の
対
象
と
な
る
施
設
は
な
い

が
、
市
内
保
育
所
等
に
つ
い
て
改
正

に
よ
り
配
置
基
準
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
が
、
当
市
に
お
い
て
は
改
正

に
よ
る
影
響
は
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
こ
ど
も
課
の
審
査
で
は
、
児
童

ク
ラ
ブ
移
送
委
託
に
つ
い
て
、
委
員

か
ら
「
対
象
児
童
ク
ラ
ブ
と
利
用

児
童
数
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
は
「
綴
子
小
児
童
ク
ラ
ブ

33
名
、
鷹
巣
東
小
児
童
ク
ラ
ブ
31

名
、
阿
仁
合
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
10

名
で
、
熊
出
没
等
に
係
る
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る

移
送
費
用
を
お
願
い
す
る
も
の
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
２
件
、
予
算
案
２
件
、

単
行
議
案
１
件
、
陳
情
１
件
の
計

６
件
で
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
総
務
部
総
務
課
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
「
役
職
定
年
は
60
歳
。

一
方
、
任
期
付
採
用
職
員
は
60
歳

を
超
え
て
か
ら
役
職
付
に
な
っ
て

い
る
例
が
あ
り
、
矛
盾
が
生
じ
て

い
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
は
「
任
期
付
採
用
職
員

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
制
度
で
あ
り
、
採
用
に

当
た
っ
て
は
条
例
に
定
め
て
い
る

専
門
的
な
資
格
を
有
す
る
者
、
知

識
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
の
ル
ー

ル
に
基
づ
き
、
市
長
が
今
年
度
新

た
な
部
署
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
知
識
経
験
を
有
す
る

者
を
役
職
に
充
て
る
と
い
う
判
断

の
も
と
任
命
し
た
も
の
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
務
部
税
務
課
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
「
定
額
減
税
に
関
し
て
、

扶
養
人
数
を
確
認
す
る
の
が
大
変

だ
と
い
う
情
報
が
あ
る
が
、
当
市

で
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
減
税
し

　[委員長]小笠原 寿　[副委員長]五代儀義富　[委員]杉渕一弘／堀部　壽／板垣　淳／長崎克彦

総務文教常任委員会  内部情報系パソコンの耐用年数は 内部情報系パソコンの耐用年数は

　[委員長]永井昌孝　[副委員長]福田牧子　[委員]久留嶋範子／中嶋洋子／佐藤重光／佐藤文信

市民福祉常任委員会  タクシー移送の対象児童クラブは タクシー移送の対象児童クラブは

６月定例会　常任委員会審査６月定例会　常任委員会審査

き
れ
な
い
方
へ
の
調
整
給
付
金
の

通
知
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
扶

養
人
数
の
把
握
は
令
和
５
年
の
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
お
り
、
確
認
が

難
し
い
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
が

所
管
す
る
予
定
で
あ
り
、
通
知
は

８
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

単
行
議
案
の
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
（
内
部
情
報
系
パ
ソ
コ
ン
）

の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら
「
パ
ソ

コ
ン
の
耐
用
年
数
と
更
新
計
画
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
法
定
耐
用
年
数
は
４
年
と
な
っ
て

お
り
、
更
新
計
画
は
予
定
台
数
５

０
０
台
を
令
和
４
年
度
か
ら
８
年

度
ま
で
の
５
ヶ
年
で
更
新
す
る
予

定
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、

陳
情
は
採
択
し
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

小
笠
原 

寿
）

　

医
療
健
康
課
の
審
査
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
補
助
の
対
象
者

に
は
あ
ら
か
じ
め
個
別
に
通
知
を

行
う
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
は
「
令
和
６
年
４
月
か
ら
の

定
期
接
種
が
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
付

け
ら
れ
、
市
町
村
長
に
よ
る
勧
奨

は
必
要
な
く
な
り
個
別
通
知
は
行

わ
な
い
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
と
同
様
に
、
接
種
時
期
に
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
全
市
民
へ

の
周
知
を
行
う
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
消
防
阿
仁
分
署
新
築
工
事
（
建

築
工
事
）
）
の
審
査
で
は
、
委
員
か

ら
「
新
庁
舎
の
面
積
、
機
能
、
現
庁

舎
の
解
体
予
定
は
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
現
３
３
５
㎡
、

新
４
０
８
．
7
7
㎡
、
新
た
に
非
常

用
発
電
設
備
、
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー
、
女

性
専
用
仮
眠
室
を
備
え
、
Ｒ
７
年

度
に
解
体
設
計
、
Ｒ
８
年
度
に
解

体
計
画
、
跡
地
は
駐
車
場
に
す
る

計
画
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

付
託
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

永
井
昌
孝
）
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
予
算
案
３
件
、

単
行
議
案
３
件
の
計
７
件
で
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
審
査
に
お
い
て
、
産

業
部
産
業
政
策
課
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
の
継
業
バ
ン
ク
に
つ
い

て
の
質
疑
に
対
し
、
「
伝
統
工
芸
や

食
品
加
工
事
業
な
ど
８
件
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
桶
樽
の
工
房
、

秋
田
八
丈
、
セ
リ
の
生
産
の
３
件

に
つ
い
て
応
募
が
あ
り
、
現
在
活

動
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
課

の
審
査
で
は
、
道
の
駅
た
か
の
す

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
基
本
計
画
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
工
事
期
間
、

完
成
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
質
疑
に

対
し
、
「
ま
だ
検
討
段
階
で
あ
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
の
要
素
を
ま
ず

基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
、
そ
の
後
、
内
容
を
精
査

し
て
最
終
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

含
め
て
議
会
の
方
に
相
談
し
て
い

き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
の
寄
附
に
よ

　[委員長]虻川　敬　[副委員長]松橋久敏　[委員]三浦倫美／佐々木正史／福岡由巳

産業建設常任委員会  継業バンクの応募状況は 継業バンクの応募状況は

常任委員長審査報告（抜粋）常任委員長審査報告（抜粋）

る
花
火
大
会
の
補
助
金
の
使
用
使

途
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
「
花

火
大
会
の
実
行
委
員
会
開
催
に
あ

た
っ
て
は
我
々
も
出
席
し
て
議
論

に
加
わ
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
米

代
川
花
火
大
会
に
つ
い
て
は
ど
う

し
て
も
人
が
確
保
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
お
金
の
問
題
以
上
に

人
の
問
題
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
７

月
の
開
催
は
見
送
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
今
後
、
そ
の
ほ
か
の
実

行
委
員
会
で
も
高
齢
化
や
人
手
不

足
と
い
う
の
は
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
ど
う
い
っ
た
在
り
方
が
い
い

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会

の
方
々
と
こ
れ
か
ら
話
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

虻
川　

敬
）

令和５年度　政務活動費の公表令和５年度　政務活動費の公表

　政務活動費は、議員の調査研究活動の充実を図るため、議員活動に掛かる経費の一部を補助するもので、

北秋田市では議員１人あたり月額１万円を会派に交付しています。

　また、会派に属していない議員については、月額１万円を議員個人に交付しており、いずれも年度終了

後には、全支出の領収書を添えた収支報告書が作成され、残額については市に全額返還されています。

（単位:円）

政 務 活 動 費

計

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

要 請 ・ 陳 情

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

人 件 費

事 務 所 費

計

計

収
入

支

出

残　額

120,000 

120,000 

0 

0

0 

0 

0 

22,810

0 

0 

0 

0 

22,810 

97,190

1,920,000

1,920,000 

1,416,740 

0 

36,850 

0 

0 

22,810 

0 

31,591

0 

0 

1,507,991 

439,778 

清明会
（７人）

新創会
（４人）

日本共産党
議員団（３人）

福田牧子 福岡由巳 五代儀義富

申請なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

120,000 

120,000 

100,539

0 

36,850 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

137,389 

0 

360,000

360,000 

82,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

31,591 

0 

0 

113,591 

246,409 

480,000

480,000 

490,380 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

490,380 

0 

840,000 

840,000 

743,821 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

743,821 

96,179 
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 中嶋 洋子 議員（Ｐ８）

◆古文書について

◆公共事業の在り方について

◆市の景観について

 虻川　敬 議員（Ｐ９）

◆指定管理制度について

◆庁内の組織再編について

◆当市の産業について

◆大館能代空港について

 板垣　淳 議員（Ｐ９）

◆森吉コミュニティセンター

建て替えについて

◆地方自治法改定案への見解

◆コロナ感染症について

◆マイナンバーについて

　一般質問は、６月10日・11日の２日間で行われ、11 人の議員が登壇しました。

一 般 質 問一 般 質 問
活かそう市民の声活かそう市民の声

 市政を問う! 市政を問う!

 福田 牧子 議員（Ｐ10）

◆高齢者福祉について

◆医療サービスについて

◆母子保健について

 佐々木 正史 議員（Ｐ10）

◆北秋田市の観光資源について

 久留嶋 範子 議員（Ｐ11）

◆人口減少・少子化対策について

◆物価高への対策について

◆市民ふれあいプラザコムコム

について

 長崎 克彦 議員（Ｐ11）

◆農業振興について

◆地方交通対策について

三浦 倫美 議員（Ｐ12）

◆公共交通拡充について

永井 昌孝 議員（Ｐ12）

◆熊対策について

◆自主防災組織について

松橋 久敏 議員（Ｐ13）

◆秋田内陸線の支援について

◆林業振興について

◆廃校の利活用について

福岡 由巳 議員（Ｐ13）

◆健康寿命の推進について

◆高齢者が利用する施設の改善

について

◆森吉山荘の運営再開について

◆北秋田市史編纂に取り組む

ことについて

　※ＱＲコードから一般質問の映像がご覧いただけます

伺
い
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

入
札
評
価
項
目
を
見
直
す
考
え
は
。

　

客
観
的
評
価
事
項
と
発
注
者
別
評
価

事
項
の
合
計
点
数
、
各
工
種
の
有
資
格

者
の
保
有
状
況
、
施
工
実
績
額
を
基
に

各
等
級
格
付
を
し
て
い
る
。
提
案
の
女

性
活
躍
推
進
や
職
業
体
験
会
の
開
催
な

ど
を
評
価
項
目
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
等
級
格
付
審
査
や
入
札
の
方
式
に

つ
い
て
も
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

　

市
街
路
樹
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
創
設
を
。

　

街
路
樹
の
課
題
・
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
専
門
業
者
の
定
期
的
な
剪
定
、
市

直
営
作
業
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清

掃
作
業
に
よ
り
、
安
全
確
保
と
緑
化
機

能
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
誰
も
が
活
動

し
や
す
い
持
続
可
能
な
共
助
の
取
り
組

み
と
し
て
今
後
検
討
す
る
。

 

中
嶋
　
洋
子
　
議
員

（
清
明
会
）

　

市
文
化
財
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

る
古
文
書
の
整
理
状
況
と
課
題
は
。

　

情
報
提
供
は
６
件
。
整
理
状
況
は
３

割
程
度
で
貴
重
な
古
文
書
も
あ
る
。

　

市
民
に
公
開
で
き
る
よ
う
目
録
作
成

と
併
せ
て
保
存
方
法
も
研
究
す
る
。

　

解
体
工
事
の
等
級
格
付
基
準
が
、
他

工
種
よ
り
条
件
が
厳
し
い
の
は
何
故
か
。

　

各
工
種
の
基
準
は
県
を
参
考
に
し
て

い
る
が
、
労
働
災
害
の
抑
制
や
品
質
確

保
の
観
点
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
県
に

先
駆
け
て
解
体
工
事
の
基
準
を
新
設
し

た
た
め
、
違
い
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

等
級
格
付
審
査
基
準
や
工
事
発
注
基

準
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

２
年
に
一
度
の
入
札
参
加
審
査
の
申

請
時
期
に
合
わ
せ
て
内
容
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
物
価
上
昇
な
ど

の
社
会
情
勢
や
関
係
機
関
の
意
見
等
を

ＱＡＱ

ＡＱ

Ａ  

疑
念
の
持
た
れ
な
い

 
 

　

入
札
制
度
に
期
待
！

Ａ

Ｑ

市文化財収蔵庫の保管状況

Ｑ

Ａ
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６月定例会　一般質問

１
万
５
３
０
０
円
。

　

こ
れ
で
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
し
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
も
薬
も
飲
め
な
い
。
市
で
補
助
で
き

な
い
か
。

　

考
え
て
い
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。
①
今
の
紙
の
保
険
証
は

使
え
な
く
な
る
の
か
。
②
マ
イ
ナ
保
険

証
を
登
録
し
て
も
実
際
に
使
っ
て
い
る

人
は
わ
ず
か
６
％
。
使
っ
て
な
い
人
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

①
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
人
に
は
保

険
証
と
し
て
使
う
「
資
格
確
認
書
」
を

送
る
の
で
問
題
は
な
い
。
②
マ
イ
ナ
保

険
証
を
登
録
し
て
あ
る
人
は
今
年
12
月

２
日
か
ら
そ
れ
を
使
う
こ
と
に
な
る
。

混
乱
し
な
い
よ
う
説
明
を
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
。

　

道
の
駅
た
か
の
す
の
運
営
形
態
を
変

え
た
理
由
は
。

　

大
太
鼓
の
館
は
35
年
が
経
過
し
老
朽

化
し
て
い
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
施
設
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

施
設
の
利
用
促
進
目
的
で
入
館
料
の
改

定
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
指
定
管

理
制
度
は
適
さ
な
い
と
判
断
。
４
月
か

ら
は
施
設
管
理
は
市
が
直
営
、
ガ
イ
ド

受
付
業
務
は
上
町
自
治
会
へ
委
託
し
て

い
る
。

　

当
市
に
お
い
て
、
現
在
、
都
市
計

画
は
な
い
。
都
市
計
画
の
策
定
の
必

要
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
所
管

す
る
都
市
計
画
課
は
必
要
で
は
な
か

っ
た
か
。

　

旧
都
市
計
画
課
に
お
け
る
業
務
は
、

新
組
織
に
お
い
て
、
建
設
課
に
都
市

計
画
住
宅
係
、
上
下
水
道
課
に
下
水

道
係
を
移
管
し
、
建
設
部
に
お
い
て
、

都
市
計
画
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
所
管
業

務
を
推
進
す
る
体
制
へ
と
再
編
し
た
。

部
内
で
問
題
な
く
連
携
が
取
れ
て
い
る

の
で
、
都
市
計
画
課
の
必
要
は
な
い
。

　

当
市
の
産
業
に
つ
い
て
、
成
長
分
野

は
何
と
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
政
策

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　

伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
Ｘ
Ｒ
化
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
効
果
は
出
て
い
る
。
当

市
は
今
後
「
北
秋
田
市
ア
ウ
ト
ド
ア
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
基
に
株
式
会
社

モ
ン
ベ
ル
と
連
携
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
造
成
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
核

と
し
た
観
光
産
業
の
活
性
化
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
推
進
す
る
。

　

市
の
観
光
計
画
を
策
定
し
、
観
光
に

特
化
し
た
事
業
育
成
に
取
り
組
ん
で
は
。

　

観
光
振
興
に
関
す
る
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
は
現
時
点
で
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
老

朽
化
し
て
い
る
。
建
て
替
え
が
必
要
で

な
い
か
。

　

築
42
年
経
過
し
た
。
住
民
の
意
見
を

聞
い
て
検
討
す
る
。

　

か
つ
て
役
場
の
職
員
は
赤
紙
を
配
る

な
ど
戦
争
の
一
翼
を
担
わ
さ
れ
た
。
今

国
会
で
審
議
中
の
地
方
自
治
法
改
定
案

は
、
有
事
の
際
、
国
が
地
方
自
治
体
を

ど
う
に
で
も
動
か
せ
る
よ
う
に
す
る
も

の
。
自
治
体
の
長
と
し
て
政
府
に
反
対

表
明
を
。

　

全
国
市
長
会
な
ど
と
連
携
し
て
対
応

す
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
公
費
が
廃
止
さ
れ

た
。
薬
代
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
は
い
く

ら
に
な
る
か
。

　

薬
は
３
万
円
弱
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

は
65
歳
以
上
４
０
０
０
円
、
64
歳
以
下

老朽化している森吉コミセン

 

未
来
の
指
標
、

　

都
市
計
画
を
作
る
べ
き

ＡＱ

ＱＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

Ａ  

森
吉
コ
ミ
セ
ン
は

　
　
　
　
　

建
て
替
え
を

（
新
創
会
）

 
虻
川
　
敬
　
議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

板
垣
　
淳
　
議
員

以前の計画は検証されたか

ＱＡ
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紹
介
状
の
有
無
で
受
診
を
断
る
こ
と

は
な
い
。
予
約
日
の
変
更
に
て
対
応
。

診
療
拒
否
の
誤
解
を
招
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
病
院
開
設
者
と
し
て
お
詫
び
す
る
。

　

出
産
直
後
の
母
子
に
対
し
て
心
身
の

ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
産
後

ケ
ア
事
業
の
現
状
と
「
宿
泊
型
」
、
「
通

所
型
」
、
「
訪
問
型
」
の
、
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
予
定
か
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
専
門
職
に
よ
る

「
訪
問
型
」
の
実
施
を
進
め
る
。
「
宿
泊

型
」
は
、
近
隣
の
病
院
・
助
産
所
と
の

連
携
を
検
討
。

　

母
親
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
早

期
に
支
援
す
る
た
め
の
支
援
策
は
。

　

妊
娠
８
か
月
頃
の
す
べ
て
の
妊
婦
に

電
話
に
よ
る
支
援
相
談
を
実
施
。
希
望

者
に
は
面
談
を
実
施
。
産
後
う
つ
病
対

策
と
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

有
効
な
質
問
を
産
後
、
継
続
的
に
実
施
。

　

森
吉
山
を
中
心
と
し
た
自
然
を
満
喫

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
滞
留
型
・
体

験
型
観
光
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、

体
験
型
観
光
と
し
て
整
備
さ
れ
た
①「
遊

遊
ガ
ー
デ
ン
」
の
現
状
の
把
握
は
で
き

て
い
る
か
。②
休
止
に
至
っ
た
経
緯
と
当

該
地
区
の
自
治
会
か
ら
の
要
望
書
の
回

答
内
容
は
。③
自
然
資
源
を
有
す
る
当

該
施
設
に
対
す
る
当
局
の
考
え
は
。

６月定例会　一般質問

　

市
役
所
窓
口
の
難
聴
者
支
援
で
『
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
』
を
設
置
す
る
自
治

体
や
病
院
が
増
え
て
い
る
が
導
入
は
。

　

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
を
参

考
に
検
討
す
る
。

　

市
民
病
院
の
外
来
患
者
の
呼
び
出
し

シ
ス
テ
ム
が
番
号
に
な
り
個
人
情
報
保

護
上
は
有
益
と
思
う
が
、
高
齢
者
は
適

応
で
き
て
い
な
い
。
呼
び
出
し
シ
ス
テ

ム
の
再
考
が
必
要
で
は
。

　

厚
生
連
で
統
一
し
た
シ
ス
テ
ム
。
適

応
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
に
案
内
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
連
動
し
対
応
。

　

音
が
聞
こ
え
に
く
い
人
、
名
前
を
呼

ば
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
患
者
の
呼

び
出
し
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

　

費
用
・
運
用
を
協
議
し
検
討
す
る
。

　

紹
介
状
が
な
い
患
者
の
診
療
拒
否
の

相
談
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、見
解
は
。

Ｑ

Ｑ

ＡＱ
 

佐
々
木 

正
史
　
議
員

（
清
明
会
）

Ａ

休止中の遊遊ガーデン

Ｑ ＡＡ

 

市
役
所
と
病
院
受
付

 
 

　
　

支
援
と
産
後
ケ
ア

 

北
秋
田
市
の

　
　

観
光
資
源
に
つ
い
て

　

現
状
に
は
残
念
な
思
い
が
あ
る
。

老
朽
化
に
伴
い
、
水
車
小
屋
等
、
景

観
上
ま
た
は
安
全
性
上
問
題
の
あ
る

施
設
は
自
治
会
の
理
解
を
得
て
順
次

撤
去
し
て
い
る
。
期
間
限
定
イ
ベ
ン

ト
等
、
施
設
利
用
の
可
能
性
を
幅
広

い
視
点
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
ま
だ
使
え
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
地
元
の
若
手

か
ら
の
施
設
利
用
の
打
診
等
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
地
元
の
方
々
の

自
主
的
な
参
加
を
含
め
て
、
年
度
内

に
自
治
会
等
と
の
情
報
交
換
の
機
会

を
設
定
し
た
い
。

大仙市市役所窓口の軟骨伝導イヤホン

（
公
明
党
）

 

福
田
　
牧
子
　
議
員

ＱＡＱＡ

ＱＡ
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基
盤
整
備
箇
所
数
は
何
箇
所
あ
る
の

か
。

　

９
地
区
の
予
定
箇
所
が
あ
る
。

　

早
い
事
業
採
択
を
希
望
す
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
の
増
設
を
望
ん
で
い
る
が
、

増
設
の
考
え
は
。

　

路
線
バ
ス
運
行
区
域
外
で
現
在
６
路

線
を
運
行
し
て
い
る
。

　

市
民
は
特
に
病
院
へ
の
足
の
確
保
を

望
ん
で
い
る
が
。

　

増
設
に
対
し
て
は
、
地
域
公
共
交
通

協
議
会
で
の
意
見
、
乗
車
状
況
、
利
用

者
の
意
見
、
地
域
の
要
望
等
を
考
え
、

随
時
見
直
し
を
す
る
。

　

下
校
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
住
民
の

乗
車
を
。

　

児
童
、
生
徒
の
安
全
等
を
考
え
、
課

題
の
整
理
や
実
態
調
査
を
行
い
、
関
係

機
関
と
協
議
、
検
討
す
る
。

　

民
間
組
織
「
人
口
戦
略
会
議
」
報
告

書
で
は
、
２
０
２
０
年
～
50
年
の
30
年

間
で
、
20
～
39
歳
の
女
性
人
口
が
50
％

以
上
減
少
し
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
と

し
、
県
内
は
秋
田
市
を
除
く
24
市
町
村

が
該
当
す
る
と
分
析
し
て
い
る
。
受
け

止
め
と
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
。

　

一
つ
の
指
標
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

人
口
減
少
は
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
で
は
、
若

者
の
市
外
へ
の
流
出
対
策
と
し
て
、
地

元
に
就
職
し
た
学
生
に
対
し
、
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
応
援
事
業
を
実
施
し
、
若
者

の
定
住
促
進
と
地
域
産
業
の
人
材
確
保

に
努
め
て
い
る
。
保
育
料
の
無
償
化
や

医
療
費
の
助
成
、
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
の

交
付
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

　

物
価
高
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
５
月

６月定例会　一般質問

の
食
品
値
上
げ
率
は
31
％
と
な
り
、
今

年
も
最
大
１
万
５
千
品
目
の
商
品
が
値

上
げ
さ
れ
る
。
６
月
か
ら
暮
ら
し
に
関

わ
る
制
度
や
仕
組
み
が
変
わ
る
。
ま
た
、

家
庭
向
け
電
気
・
ガ
ス
料
金
が
値
上
が

り
し
、
家
計
へ
の
負
担
が
拡
大
す
る
。

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

昨
年
度
の
非
課
税
世
帯
等
へ
の
給
付

金
事
業
に
続
き
、
今
年
度
は
新
た
に
非

課
税
と
均
等
割
の
み
課
税
と
な
っ
た
世

帯
へ
の
給
付
金
事
業
が
実
施
さ
れ
る
ほ

か
、
税
制
改
正
に
よ
る
定
額
減
税
が
実

施
さ
れ
る
。
今
後
も
経
済
状
況
を
注
視

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム
コ
ム
の

カ
フ
ェ
テ
ナ
ン
ト
は
閉
ま
っ
た
ま
ま
。

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

出
店
条
件
の
緩
和
な
ど
を
検
討
し
な

が
ら
出
店
募
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

長
崎　

克
彦　

議
員

　

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
の
な
か
で
コ
メ
を

中
心
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
国
で
は
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
を
改
正
。

世
界
の
食
料
危
機
に
備
え
る
た
め
、
コ

メ
・
小
麦
・
大
豆
等
の
生
産
拡
大
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

生
産
基
盤
の
確
保
、
農
地
集
積
、
ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

現
状
の
把
握
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺

う
。

　

担
い
手
の
確
保
や
ス
マ
ー
ト

農
業
、
農
業
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、

水
田
整
備
等
生
産
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
多
様
化
す
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
儲
か

る
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。

ドローンでの農薬散布

 

人
口
減
少
・
少
子
化

　
　
　

対
策
の
具
体
策
は

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ｑ

ＱＡＡ

Ｑ ＡＡ

ＡＱ

 
久
留
嶋 

範
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

５
年
、
10
年
後
の

　
　
　

農
業
振
興
政
策
は

閉まったままのカフェテナント

（
清
明
会
）

ＡＱ Ｑ
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ハ
イ
ヤ
ー
協
会
北
秋
支
部
の
各
事
業
者

の
ご
協
力
の
下
、
４
月
か
ら
運
行
開
始
。

　

先
日
、
コ
ム
コ
ム
の
バ
ス
停
で
バ
ス

を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
循
環
バ
ス
で

自
分
の
目
的
地
ま
で
行
く
に
は
ど
れ
に

乗
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
工
夫
で
き
な
い
か
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
の
秋
北
バ

ス
鷹
巣
案
内
所
で
の
案
内
や
停
留
所
に

時
刻
及
び
運
行
ル
ー
ト
を
掲
示
し
て
い

る
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
標
記
と
案

内
、
周
知
方
法
等
を
工
夫
す
る
な
ど
、

運
行
事
業
者
等
と
も
協
議
し
、
改
善
に

努
め
る
。

　

公
共
交
通
拡
充
へ
、
住
民
要
望
の
把

握
と
要
望
実
現
へ
の
更
な
る
努
力
を
。

　

先
月
設
置
し
た
「
市
民
ポ
ス
ト
」
の

活
用
も
含
め
、
様
々
な
機
会
で
住
民
要

望
把
握
に
努
め
、
交
通
事
業
者
等
と
も

協
議
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

銃
砲
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
、
市
か

ら
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

鉄
砲
等
の
購
入
に
対
す
る
市
独
自
の

支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

　

熊
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
際
、
下
校

時
に
保
護
者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
臨
時

的
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
可
能
に
す

る
こ
と
は
。

　

保
護
者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
教
職
員

が
付
き
添
い
、
児
童
ク
ラ
ブ
未
登
録
者

へ
の
臨
時
的
な
受
入
れ
も
状
況
を
見
て

判
断
す
る
。

　

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
付
き
ド
ロ
ー
ン
の

配
備
状
況
に
つ
い
て
。

　

操
作
等
に
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
、

民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
実
証
実
験
段

階
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
は
配
備
し
て

い
な
い
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

Ｑ

６月定例会　一般質問

Ａ

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
４
月

か
ら
の
一
部
再
編
の
経
緯
や
周
知
は
。

　

「
岩
谷
線
」
は
、
こ
れ
ま
で
自
治
会

主
導
の
定
時
・
定
路
線
で
運
行
し
て
い

た
が
、
運
行
実
績
や
綴
子
地
区
の
自
治

会
等
の
要
望
を
踏
ま
え
、
運
行
区
域
を

変
更
し
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

と
し
て
再
構
築
を
行
っ
た
。

　

「
市
民
病
院
南
線
」
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
減
少
で
路
線
維
持
が
困

難
に
な
っ
て
い
た
路
線
バ
ス
「
米
内
沢
・

ダ
ム
線
」
の
廃
止
に
伴
い
、
当
該
路
線

に
含
ま
れ
て
い
た
滝
ノ
沢
、
長
下
地
域

を
運
行
区
域
に
追
加
し
た
。

　

市
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自
治

会
へ
の
説
明
や
チ
ラ
シ
配
布
で
周
知
。

　

交
通
事
業
者
、
住
民
代
表
、
道
路
管

理
者
等
で
構
成
す
る
「
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」
で
協
議
し
、
秋
田
県

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

 

永
井
　
昌
孝
　
議
員

（
清
明
会
）

ＡＱ

Ａ

Ａ

Ｑ

赤外線ドローンでのクマの生息調査
（写真＝秋田魁新報社提供）

Ｑ ＡＡ

 

公
共
交
通
拡
充
へ

　
　

更
な
る
取
り
組
み
を

 

登
下
校
時
の
熊
対
策

　
　

自
主
防
災
組
織
拡
大

 

三
浦
　
倫
美
　
議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

　

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
。

　

自
主
防
災
組
織
と
し
て
市
に
届
出

が
あ
っ
た
49
団
体
の
う
ち
、
積
極
的

に
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
る
組
織
が
あ
る
一
方
で
、
会
員
の

高
齢
化
や
リ
ー
ダ
ー
の
成
り
手
不
在

と
い
っ
た
問
題
が
原
因
で
、
運
営
体

制
を
整
え
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ
て

い
る
組
織
や
、
結
成
以
来
、
活
動
を

さ
れ
て
い
な
い
組
織
も
存
在
し
て
い

る
。
様
々
な
場
面
で
自
主
防
災
組
織

の
意
義
、
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
実
施

状
況
の
把
握
と
運
営
の
強
化
、
防
災

訓
練
等
の
開
催
や
参
加
な
ど
を
通
し

て
防
災
意
識
の
醸
成
と
地
域
防
災
力

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

広報４月号の公共交通情報
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故
障
し
て
い
た
り
、
風
呂
場
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
管
理
者
と
し
て
速
や

か
に
環
境
整
備
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

年
１
回
指
定
管
理
者
と
連
絡
調
整
会

議
を
実
施
し
、
協
議
し
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。
雨
漏
り
に
つ
い
て

は
順
次
修
理
し
て
い
く
予
定
。

　

指
定
管
理
料
は
年
１
９
５
万
円
前
後

だ
が
、
諸
物
価
高
騰
の
折
、
他
の
管
理

施
設
同
様
上
げ
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

令
和
４
年
の
水
準
で
計
算
し
て
い
る

が
、
そ
の
時
点
か
ら
物
価
高
騰
も
含
め

算
定
し
て
い
る
。

　

森
吉
山
荘
の
募
集
締
め
切
り
が
迫
っ

て
い
る
。
応
募
が
あ
る
の
か
。

　

現
在
ま
で
応
募
者
は
い
な
い
。

　

今
後
の
運
営
再
開
計
画
は
ど
う
か
。

　

応
募
が
な
い
場
合
も
想
定
し
、
施
設

の
在
り
方
を
広
く
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

秋
田
内
陸
線
の
持
続
的
運
行
に
係
る

基
本
合
意
書
が
改
定
さ
れ
、
運
営
費
補

助
が
２
億
円
か
ら
令
和
６
年
度
は
１
億

９
千
５
百
万
円
に
変
更
さ
れ
た
が
、
運

営
費
補
助
減
額
の
経
緯
は
。

　

沿
線
人
口
の
減
少
な
ど
、
内
陸
線
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
昨
年
か
ら
、

さ
ら
な
る
運
行
の
持
続
化
を
目
指
し
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
企
画

切
符
の
料
金
改
定
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

は
じ
め
輸
送
人
員
の
回
復
な
ど
に
よ
り
、

経
常
損
失
額
の
縮
減
を
見
込
む
こ
と
が

で
き
る
と
協
議
が
調
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
負
担
ル
ー
ル
を
求
め
る
基
本
合

意
書
の
改
定
に
至
っ
た
。

　

運
営
費
補
助
減
額
に
伴
う
収
支
計
画

は
実
現
可
能
で
あ
る
か
。
ま
た
、
運
営

費
補
助
減
額
に
よ
り
現
行
の
サ
ー
ビ
ス

６月定例会　一般質問

水
準
を
確
保
で
き
る
の
か
。

　

収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
か
ら
実
現
可
能
と
考
え
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
企
画
列
車
な
ど

の
取
組
に
よ
り
確
保
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
国
か
ら
の

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
協
議
や
準
備
を

進
め
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保

と
新
た
な
合
意
書
に
基
づ
く
収
支
計
画

が
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
四
者

で
取
り
組
む
。

　

旧
大
阿
仁
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

大
阿
仁
地
区
の
市
有
施
設
は
、
大
阿

仁
公
民
館
を
含
め
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
公
民
館
機
能
等
を
旧
大

阿
仁
小
学
校
校
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
を

含
め
検
討
し
て
い
る
。

 

福
岡
　
由
巳
　
議
員

　

大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
憩
の
森
の
条
例

改
正
に
よ
り
新
た
な
施
設
が
求
め
ら
れ

る
。
特
に
休
憩
所
（
雨
宿
り
含
む
）
、

ト
イ
レ
、
物
置
等
の
設
置
が
急
が
れ
る
。

　

こ
の
改
正
に
よ
る
新
た
な
計
画
を
策

定
す
る
予
定
は
な
い
。

　

憩
の
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
市

の
５
大
会
全
部
を
開
催
し
て
い
る
。
草

刈
委
託
料
を
上
げ
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

先
月
、
市
協
会
長
、
合
川
支
部
長
と

面
談
し
た
が
、
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

県
議
杯
の
大
会
の
際
、
開
会
式
時
は

晴
れ
て
い
た
が
、
昼
近
く
に
雷
雨
と
な

り
、
天
候
が
急
変
し
避
難
が
大
変
だ
っ

た
。
き
ち
ん
と
施
設
を
設
置
す
べ
き
だ
。

　

既
存
の
施
設
を
現
状
の
ま
ま
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

老
人
憩
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘
は
廊
下

に
雨
漏
り
が
あ
っ
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
が

大会数増加の大野台グラウンドゴルフ場

 

内
陸
線
運
営
費
補
助

　
　
　
　

減
額
に
つ
い
て

（
清
明
会
）

 
松
橋
　
久
敏
　
議
員

Ａ Ｑ

Ａ

ＱＡＱ

Ｑ

Ｑ ＡＡ

Ｑ Ａ

ＡＱ

 

高
齢
者
が
利
用
す
る

　
　
　

施
設
等
の
改
善
を

内陸線比立内駅

（
無
会
派
）

ＱＡ

ＡＱＡＱ
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議 会 の 動 き

市議会へのご意見を募集しています市議会へのご意見を募集しています
●対　象　市内在住又は通勤通学をしている方

●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で読める形式のもの）

●公　表　ホームページや広報紙で公表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２

北秋田市花園町１９番１号　北秋田市議会事務局

●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp

●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５

北秋田市議会 検索

h t t p s : / / w w w . c i t y . k i t a a k i t a . a k i t a . j p / g e n r e / s h i g i k a i   

　６月定例会初日の冒頭、第100回全国市

議会議長会定期総会において議員10年以上

在職者として表彰された三浦倫美議員に表

彰の伝達を行いました。

　伝達式では、堀部議長から表彰状が手渡

されると、議員や当局の出席者からは拍手

が送られ、長年にわたり地方自治の発展と

振興に尽力された功績をたたえました。

全国市議会議長会表彰全国市議会議長会表彰

広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会

五代儀義富

松 橋 久 敏

福 岡 由 巳

久留嶋範子

中 嶋 洋 子

長 崎 克 彦

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

　市議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題を審議し

ています。開かれた議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴

が可能となっていますので、市議会の活動状況をぜひご覧く

ださるようお待ちしています。

　市議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題を審議し

ています。開かれた議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴

が可能となっていますので、市議会の活動状況をぜひご覧く

ださるようお待ちしています。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

次の定例会は９月の予定です

▽総務文教（森吉庁舎）

▽市民福祉（合川庁舎）

▽産業建設（阿仁庁舎）

各常任委員会の会場各常任委員会の会場
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６
月
６
月

＜４月16日～７月15日＞

５
月
５
月

４
月
４
月

７
月
７
月

16日・広報特別委員会

17日・議会運営委員会

18日・第76回東北市議会議長会
定期総会（～19日）

25日・北秋田市商工会青年部通
常総会懇親会

26日・第２回臨時会

５日・風賢央新十両昇進並び押
尾川部屋創設祝賀会

13日・大館能代空港利用促進協
議会監査

　　・森吉山ダム整備促進協議
会監査　

14日・全国自治体病院経営都市議
会協議会第52回定期総会

17日・国道46号「高規格道路」
盛岡秋田道路整備促進期
成同盟会、大曲鷹巣道路
整備促進期成同盟会　　
令和６年度合同総会

20日・北秋田市老人クラブ連合
会総会

21日・大館能代空港利用促進協
議会総会

22日・全国市議会議長会第100回
定期総会

27日・議会運営委員会

29日・議会運営委員会

　　・米代川治水期成同盟会、
秋田県北部国道７号整備
促進期成同盟会、日本海
沿岸東北自動車道建設促
進秋田県北部期成同盟会
令和６年度合同総会

30日・令和６年度八戸・能代間、
北東北横断道路整備促進
期成同盟会総会

31日・太平湖湖水開き及び安全
祈願祭

２日・第40回ふるさと踊りと餅
っこまつり

６日・本会議

　　・広報広聴特別委員会　

10日・本会議　一般質問①

11日・本会議　一般質問②

　　・議会運営委員会

12日・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

18日・議会運営委員会

　　・６月定例会（最終日）

21日・北秋田市議会商工会活動を
支援する議員連盟研修会

26日・主要地方道比内大葛鹿角線
整備促進協議会設立総会

４日・令和６年度東北日本海沿
岸市町村議会協議会役員
会・総会（～５日）

　　・令和６年度能代港湾振興
会総会

　　・令和６年度洋上風力発電
期成同盟会総会

　　・能代港開港50周年式典

８日・令和６年度県道矢坂糠沢
線整備促進期成同盟会理
事会・総会　

９日・秋田県北部地域夏期合同要望

　　・令和６年度「高速道路ネッ
トワークを利用した地域づ
くりフォーラムinあきた」

10日・議会運営委員会所管事務
調査（～12日）
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